
VERA 定常運用における信号記録と相関処理の流れ
～1G/2G/2Gx2～
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ソフト相関処理の現在の流れ (2Gx2ch)
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デ ー タ の 入 っ た Storage Module/
RAIDBOX を宅配で各局から水沢相関局へ
輸送します。各記録媒体の容量を使い切っ
てからの輸送となるため記録タイミングに
より相関局へ届くまでにかかる時間は異な
ります。

データを OCTADISK からソフト相関器へ
入力可能なデータへ変換するため PC へコ
ピーします。この際、観測時間等速再生と
なるためコピー時間は観測時間と同等です。

2Gx2 の観測では RAIDBOX を使用するた
めコピー作業は必要ありません。

また、観測時のトラブルなどで観測開始が
遅れた際や、途中で 1 局抜けた際にはログ
やデータ名を修正する必要があるため人手
にて修正作業が行われます。

vex で指定されたフリンジサーチ天体を用
いてフリンジサーチを実施します。フリン
ジピークが Window の中央に来るまで繰り
返します。時間は特に制限する条件がなけ
れば観測の真ん中付近が選択されます。収
束まで概ね 3 回程度を要します。

判定条件 :
CLOCK < 5ns
CLKRATE < 0.15psec/sec

フ リ ン ジ サ ー チ で 確 認 し た CLOCK/
CLKRATE 値を使用し全時間相関処理を行
います。広帯域 (2Gbps 以上 ) の場合はビー
ムごと、IF ごとに全時間相関処理を行いま
す。速度は基線数 / データレートに依存し
ます。

典型例：
1 秒 = 処理時間 3 秒 @1Gbps
1 秒 = 処理時間 7 秒 @2Gbps

判定条件：
CLOCK < 10ns
CLKRATE < 30mHz

CODA に基づいて FITS を生成します。現
在、1 コマンド化しております。
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足立 裕樹 /Yuuki Adachi
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15 th VERA User's meeting Nov., 3rd~4th 2017 at Mizsawa, Japan

* 期間は主として VERA プロジェクト観測の場合

計 :4 週間前後 * トラブルなく順調に処理が進む場合

主用途
  VSI ➡︎光 10GbE 変換

主用途
  光 10GbE ➡︎ VSI 変換
  VSI ➡光︎ 10GbE 変換

主用途
  信号サンプリング

主用途
  信号分配
  信号試験 主用途

  VSI ➡光︎ 10GbE 信号変換

主用途
  信号記録用 PC

主用途
  汎用記録メディア

主用途
  記録装置
  専用記録メディアデジタルフィルタ 2 ビーム間位相較正

1G/2G/2Gx2
    1G : 1Gbps 記録 ( 含 2 ビーム [A/B] 記録 )
    2G: 2Gbps 記録
    2Gx2 : 2Gbps 2 ビーム [A/B] 記録
    Gbps: データレート

主用途
  時間基準

光 10GbE 伝送路

VSI 伝送路

2 ビームの場合、フリン
ジサーチは指示がなければ B
ビームで行う

1G と異なりデータファイ
ルが A/B で別れてしまう

1G:FFT 2048 点 /3 分
    2G:
     1 回目 :FFT 65536 点 /10 秒
    2 回目 :FFT 2048 点 /60 秒

水沢基準でフリンジサーチ

B については元となる観
測ログのコピーとなります。

バンチパラメータ
　アプリオリ間隔 / データ間隔 /FFT 点数
　切出周波数
 全て vex の bunch 項に記述
(= 正しいデータ出力のために vex の正しい記述が必須 )
データ出力
　.A.M : A-beam メーザー用
　.A.C : A-beam 連続波用
　.B.M: B-beam メーザー用
　.B.C : B-beam 連続波用

vex 記述仕様
1Gbps:
    * bunch = H512A; ( バンチングパターン [DFU モード ] を指定 )
2Gbps:
	           #1:                      #2:              #3:            #4:          #5:      #6:      #7;
    *  bunch  =  S1:    22227MHz:    16MHz:    65536:    1024:    0.8:    1.0;
    #1: ストリーム番号 (S1/S2/S3/S4/S5/S6 から選択 )。
        S0:ADS1K-1 IN & ADS1K-2 IN (1Gbps)
        S1:ADS1K-1 IN (2Gbps)
        S2:ADS1K-2 IN (2Gbps)
        S3:ADS3K IN1 (2Gbps)
        S4:ADS3K IN2 (2Gbps)
        S5:ADS3K IN3 (2Gbps)
        S6:ADS3K IN4 (2Gbps)
    #2: 切り出し先頭周波数  (MHz 単位の整数限定 )
    #3: 切り出し帯域幅  (16MHz/512MHz から選択 )
        16MHz: メーザー
        512MHz: 連続波
    #4:FFT 点数  (1024/65536/524288 から選択 )
        1024: 連続波 "
        65536: メーザー  (16MHz/1024 分光点の場合 )
        524288: メーザー  (2MHz/1024 分光点の場合 )
        ※  同じストリームで連続波・メーザー両方を出力する場合は大きい FFT 点数の方を選択
    #5: 分光点数  (512/1024 から選択 )
        512: 連続波
        1024: メーザー
    #6:A-priori  Interval  time  (0.8 固定 )。単位は sec
    #7:Accumulation  Time  (1.0 固定 )。単位は sec


